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『国際交流科目』の受講を促進する方策
― 一般学生が抱える言語の障壁を低減する取 り組み ―
1 は じめに
大阪大学では、留学生と一般学生が共に学ぶ授業と
して「国際交流科目」がある。この国際交流科日は、
交換留学生 (協定校から6か月、または1年間留学
目的で来日)を主な対象としており、使用言語は英語
である。この科日は1996年の秋学期から開講されて
おり、学部 。大学院、専門分野などに関係なく、一般
学生も受講することができる。希望者が多い場合を除
くと選抜はなく、受講条件も設けられていない (例外
として、100名を超える一般学生が集まり、希望学生
にエッセーを提出させて、選抜を行つた授業がある。)
本稿は、1.国際交流科目の受講実態と課題の把握、
2.言語の課題を低減するために先行研究で講じられ
てきた解決策の考察、3.筆者の解決に向けた取り組
み、4.大学全体、およびクラス内での解決策の提案、
宮本 美能*
という流れで進める。
2 大阪大学の学生の国際交流科 目受講実態
筆者は2009年11月より大阪大学の箕面、吹田、
豊中キャンパスにおいて、留学相談を行っている。相
談に来る学生には、明確な目的 。日標を持っている者
から、ただ漠然と海外留学にあこがれている者まで、
様々である。中には、海外に行けば自然に英語が身に
付き、人間的にも成長できるという期待を抱いている
学生もいる。
筆者は自らの経験から、留学を効果的なものにする
ためには、出発前の準備が必要であると考えている。
例えば、留学生との交流を通して異文化理解を深めて
おくことや、留学生とともに授業に参カロし、議論する
スキルを身に付けておくことなどが挙げられる。しか
要 旨
本稿は、留学生と一般学生が共に英語で学ぶ授業「国際交流科目」の受講を促進させるために、
受講実態を把握すること、また受講しない原因があるとすれば、その課題に対する解決策を模索
することを目的としている。この国際交流科目は、大阪大学の学生であれば学部や学年に関係な
く、誰もが受講できる選択科日であり、多種多様な科目が提供されている。
筆者は、2011年5月～12月までの8か月間、留学相談に来る学生を対象に、受講実態調査を
行なった。集計結果を見ると、7割以上の学生が「受講していない」と回答し、受講しない理由
には、英語に対する不安が挙げられていた。これまでの多文化クラスの先行研究を見てみると、
留学生と一般学生の間には言語の壁があることが指摘されている。この課題の解決策を探るため
に、筆者は2010年の後期に、自らが担当する国際交流科目において、ある試みを行つた。本稿
は、調査結果や解決に向けた取り組みを踏まえて、言語の障壁を低減する方策を検討する。
【キーワード】国際交流科日、アンケー ト・質問紙調査、学生の相互支援、クラスロ標、組織的
な支援
*大阪大学国際教育交流センター 特任助教
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し留学相談に応じる中で気付くことは、これらの制度
を利用したり、授業に参加している学生が予想以上に
少ないという事実である。そこで、筆者はアンケー ト
を用いて留学相談に来る学生を対象に、国際交流科目
の受講経験を尋ねてみることにした。
2-1 実施概要
2011年5月～12月までの8ヶ月間、箕面 。吹田・
豊中の各キャンパスで留学相談に来る学生にアンケー
トを配布した。留学相談は、国籍や学部に関わらず、
誰でも受けることができるが、本稿の対象は、アンケー
トの協力に同意した学生で、全員が日本国籍であった。
ここでは、「一般学生」と呼ぶことにする。回答者は
80名であつた。
アンケー トは、受講実態を把握することを主な目的
として表 1のような質問項目で行つた。また、アン
ケー トの記入後に相談を始めたことから、国際交流科
目を知らない学生には、科目の種類や時間割、クラス
の様子などについて説明し、国際交流科目の受講を勧
めた。
表1 留学相談者アンケー ト
D (選択式)該当する回答に0をしてください
ヨ際交流科目について知っている いいえ
受講したことがある ltい いい芸
(記述式)
a.国際交l■f4目″千読l′たこ′がない方,徐中でやめてしまった方は、差支えのない範囲
で、その理由を教えてください
b 珊存學識中 またはそ講したことのある方で、受講中にクラスメイトと対等に参加する
ことが難しいと感じた経験のある方は、原因について教えてください
③ (任意)よろしければ、記入してください
性別,学部,学年,留学形態,国籍
ここで任意で記述を求めた対象者の属性をまとめて
おくと、女性が47名、男性が33名であった。学年
は、2回生が最多で29名、次に1回生 13名、3回
生 10名、4回生3名、大学院3名であった。専攻は、
外国語学部が24名、法学部が7名、工学部と経済学
部が5名、理学部、薬学部、基礎工学部、文学研究
科が2名、文学部、人間科学部、工学研究科が1名
であった。留学希望形態は、長期留学 。交換留学が
72名、語学研修は8名であつた。
2-2 結果
アンケー ト結果を箇条書きすると以下のようになる。
(1)80人中61人(76%)が国際交流科目を「知つ
ている」と答えた。
「知っている」と答えた学生の内、実際に受講
している学生は、61名中22名(36%)であつ
た。言い換えると、国際交流科目を知ってい
ても受講していない学生が39名(64%)レた｀
ことになる。さらに、「知らない」と答えた学
生を合わせると、留学相談に来た学生の73%
が国際交流科目を受講していないことになる。
記述式の意見をカテゴリー分けすると、以下
の図2のようにまとめられる。任意で記述を
求めたため、無記述もあつたことから、回答
者数と意見の数は一致していない。
図2 国際交流科目に対する学生の意見
受講していない 。途中でやめてしまった学生からは、
「知らなかつた」という意見に加え、「他の授業と重なっ
て取れなかつた」という意見が多く出されていた。こ
の′点については、学内の時間割調整や科目数の増加と
言つた解決策が考えられる。また、学生に受講意思が
あれば、在学中に自ら時間割を調整し、参加する可能
性はあると考える。
受講している 。受講したことがある学生からは、
「勉強になる」というプラスの意見も出されたが、「日
本人の人数が少ない」や、「ディスカッションに適し
たクラス環境 (教室の机の配置、雰囲気など)ではな
(2)
(3)
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い」と言つたやや否定的な意見も挙げられていた。
また、受講していない学生、受講中の学生に共通す
る課題として、『英語に対する不安』が挙げられてい
る。このことを言い換えると、国際交流科日の受講を
促進するためには、この「言語の障壁」を低減する必
要があろう。
3 先行研究で講 じられてきた解決策
これまでにも、多文化クラスの先行事例では、「言
語の障壁」について議論されており、様々な解決策が
講じられてきた。本章は、それらの解決策を授業中の
使用言語に分けて紹介する6
3-1 英語を使用言語とする場合
国際交流科目は、英語を使用言語とするが、英語を
母語としない学生は言語のハンディを負つている。も
ちろん、英語で授業を行うことで、一般学生の英語力
の向上や留学の準備に役立つという効果もある。また、
日本語では議論が難しい留学生も、参加できるという
効果がある。広島大学で多文化クラスを担当する恒松
(2007)は「英語で行う授業で、英語を母国語とする
学生も母国語でない学生も共に協力し合いながら学習
していくことで、自分の英語力 。日本語力のなさも、
学びの過程における重要なプロセスの一部であり、そ
のこと自体に意味があることも実感できる。また、共
に協力し、相互に理解を示し合う中で英語に対しても
肯定的見解を持って、努力したいと思うのではないか」
(18頁)と述べている。ここには、言語の壁を乗り越
えようと努力する姿勢とそのプロセスが学生にとつて
重要な学びであることが示唆されている。ただ、非英
語圏の学生が英語で授業についていくためには、学生
一人一人のモティベーションと、言語面のサポー トが
必要となろう。この点に関して広島大学では、一般学
生に受講条件 として、事前に学習支援システム
(Web‐CT)を利用して英語学習することを必須とし
ている (恒松 2006、51頁)。 このように、「言語の
障壁」を低減するために、大学全体で一般学生を支援
する仕組みを構築するという解決策が考えられる。
次に、クラス内支援として、別の先行研究を紹介し
たい。橋本 (2006)は「世界青年の船」における船
上セミナーで言語や文化の異なる参加者が相互作用で
きるよう、教員から生徒に対して1つの仕掛けを設定
した。この事例は、2002年の船上セミナーを対象と
している。その時の参カロ者は日本の青年 120名のほ
か、12か国の青年 135名の合計255名であつた。こ
の船上では、3日間3種類のセミナーが英語で行われ、
橋本は「異文化間コミュニケーション」を担当した。
セミナーの中で、まず参加者同士が自己紹介する時間
を持った。その中で(各自が使える言語の数と各言語
で自己表現できる度合いについて述べるよう指示を出
した。橋本は、この条件を設定したことに意味がある
という。なぜならば、参加者が自己紹介を通して、英
語を母語としない参加者の方が実際には多くの言語を
使いこなしていることに英語話者が気づき、そのこと
で英語話者の特権を削ぐことにつながるからだ (橋本
2006、 55‐56ア1)。
ここでは、「言語の障壁」を低減するために、教員
が英語話者以外の参加者に自信を持たせる機会を作る
という仕組みを工夫することで、解決策を講じている。
3-2 日本語を使用言語とする場合
松本 (1999)は日本人学生が留学生と交流を持ち
たいと思つても、英語が話せないと交流できないこと
に躊躇しているという。ここでも、一般学生と留学生
の間に言語の壁があると指摘されている。松本は解決
策として日本人学生が留学生の「日本語」の授業に参
カロする場を設定した。授業を実践した結果、「留学生
がコミュニケーションに苦労する姿を日本人学生が見
ることで、英語万能主義の考え方に変化が起こった」
という。また、「日本人は海外で英語が話せないこと
で劣等感を感じたり、文化的な差異から疎外感を感じ
たりすることがあるが、日本で外国人が日本語学習で
困つている姿に触れることで、誰にでも言語学習に困
難を感じることはあると気づき、そのことをきっかけ
として、相互理解が深まった」(15頁)という。つま
り、留学生が言語の面でハンディを体験している姿を
日本人学生が見ることで、自身の言語学習の動機づけ
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につながるのだという。ただ、日本人学生が言語の面
で優位な立場になれば、必ず双方の接触が肯定的にな
ると単純に考えることはできない。そこには、文化の
違いや、それまでに受けてきた教育方法の違いにより、
学生が身に付けてきた態度やスキルも異なる。ただ、
「言語の障壁」を低減するために、日本語を使用言語
とすることで、日本人学生にとつては英語では気付か
なかった新たな学びを得ることができるという点で、
1つの解決策と考えられる。
4 言語の障壁を低減する工夫
これまで筆者も国際交流科目を担当しながら、この
言語の障壁をいかに低減できるか、試行錯誤してきた。
本章は、筆者が「人権教育の促進」と言うタイトルで
担当した国際交流科目の中で、ある試みを行つた例を
紹介したい。対象は2010年10月～2011年2月ま
での全 15回(1回90分)の授業である。まず、初
回の授業で参加者に対して、表 3のような質問紙を
配布した。この質問紙の目的は、学生の相互支援を呼
びかけることにあつた。質問紙には、研究目的で使用
することを明記し、記%式で回答してもらつている。
表3 質問の内容
クラスの中に、自分の母語ではないため、中々 議論に参加できない学
生がいます。あなたならどうしますか?
① 最も適当と思う番号を1つ選んでください
1.何もしない
2.授業中近くに座り、補足説明をして助けようとする
3.休み時間などに質問はないか話しかけてみる
4 その他
② ①で選んだ理由を述べてください
初回の参加者は全部で51名、内訳は一般学生7名、
アジアの留学生28名、欧米 。オセアニアの留学生 16
名で、女性は27名、男性は24名であつた (実際の
授業登録者は 38名)。 留学生には、交換留学生と海
外から来日して正規で学部や大学院に所属する学生が
含まれる。一般学生は、入学前から日本で生活してい
る学生で、正規生として在籍している学生とする。
4-1 質問紙の結果
質問紙の①の回答結果は表4のようになつた。
表4 地域別回答結果
批
アジアの
鍵
欧米・オセア
ニアの雌
可もしない 0 0
圧くに座り、手助けする 1 6
～
みΠ→卍同に声を洲する 2
ご如 0 3
合言十 7 28
回答結果を見ると、一般学生とアジアの留学生は、
「休み時間に声をかける」を選ぶ傾向があり、欧米、
オセアニアの留学生は、「近くに座り、手助けする」
を選ぶ傾向にあることが分かる。
「その他」を選んだのは、留学生だけであったが、
その中には具体的な意見が見られた。記述は全て英語
で書かれていたため、筆者の方で日本語に訳して紹介
すると、アジアの留学生からは「助けが必要であると
相談があれば助けるが、自分から助けするのは失礼だ
と思う」、「自分が助けを必要としているが、できるこ
とがあれば助ける」などの意見が出されていた。欧米・
オセアニアの留学生からは「助けることがあれば、手
伝う」、「相手にコミュニケーションを取る能力があれ
ば助ける」、「それは教員の責任だと思う」などが出さ
れていた。これらの意見から、参加者全員が相互支援
には肯定的な見解を持っているが、その支援の仕方に
ついて、アジアの留学生と欧米 。オセアニアの留学生
に意識の違いがあることが分かつた。
次に、質問紙の②理由の中で挙げられた意見をカテ
ゴリー 分けすると、表5のようになった。
留学生の回答で最多となったのは、「クラスメー ト
を助けるのは当然」と言う意見である。その中には、
「自分も生活面で助けてもらっている」と言う理由が
挙げられていた。このことは、留学生自らが言語に対
するハンディを体験しながら生活しており、クラスメー
トを助けることに肯定的になったことが読み取れる。
一般学生からも、「以前友人に助けてもらつたことが
ある」という記述が挙げられていた。
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表5 ①の回答に対する理由
一般学生 アジアの留学生
軟米・オセ
アニアの
コ畳生
合計
クラスメートを助 けるのは当然の
「
ルチ
'
1 8 6
受業中は集中すべきだから休み
餞間 3 6 9
也者の邪魔になるから休み時間
1 6 1 8
支に立つことがあれ ば助ける
1 4 2 7
也看からも同じように手助 けして
ニユ:、■_1、 1 3
他者から希望があれ ば ,
にの言語で手助l■l´f―い
コミュニケーションが取れるならは
油 1キス 1
■九I士教禽而の得ヨ|ガル照ら
勧治 全 非441って学 バふ
以前友人から手助けを経験した
がム 1
また、一般学生とアジアの留学生に共通して、授業
中に助けることは否定的で、その理由には「授業中は
邪魔になる」や「授業は集中して聞きたい」という理
由が挙げられていた。
さらに、「役に立つことがあれば助けたい」と言う
回答には、地域により異なる理由が挙げられていた。
アジアの留学生は「自身も英語が十分に理解できない
ため、役に立てるか分からないが、何かできることが
あれば喜んでする」という意見であつたが、欧米・オ
セアニアの留学生は、「必要に応じて助ける」という
意見であつた。このことは、①の回答とも重なるが、
欧米 。オセアニアの留学生は、一人ひとりのクラスメー
トを独立した個人と捉え、自主的に学ぶ姿勢を重んじ
る傾向にあることが読み取れる。その他、アジアの留
学生から、「勉強会を実施して相互に助け合う機会を
持ちたい」という意見が出されていた。
この質問紙を通して明らかとなつたことは、国籍に
関わらず、クラスメー トを助けることには誰もが肯定
的な姿勢を持っていることである。ただ、欧米・オセ
アニアの留学生は、必要に応じて助けるという立場で
あるのに対して、一般学生やアジアの留学生は、共に
学ぶ姿勢をより重視する立場にあることが分かつた。
4-2 言語による障壁を低減する試み
筆者は、初回の授業で実施した質問紙の結果につい
て、2回目の授業で学生にフィー ドバックを行い、ク
ラスロ標に「全員の積極的なクラス参加」を設定して、
その実現に向けて学生同士が相互支援することを呼び
掛けた。毎回授業後にはコメントシートを用いて、学
生が自らの参加態度を振り返り、相互支援ができたか
自己評価してもらった。そして翌週には筆者からフィー
ドバックを行い、必要に応じたアドバイスを行つた。
また、自由記述欄に出された要望に関しては、筆者自
らの授業改善に役立てた。このような形でコメントシー
トを活用するうちに、学生がクラスロ標を意識しなが
ら授業に参加するようになっていった。
その他、筆者が学生のクラス参加度を向上させるた
めに取り入れた方法は、ワークシートの活用である。
ワークシー トには、授業の中で議論するテーマに沿つ
てクエスチョンを設けた。そして、事前にリー ディン
グ教材とワークシー トを宿題として出し、準備をして
から授業に参加することを条件とした。授業後にはワー
クシートを回収して、筆者がコメントを書いて翌週に
返却した。また、前の週の復習を兼ねて、ワー クシー
トに出された意見をクラス全体で紹介した。このこと
で、多くの学生の意見を共有することができた。ある
時の授業後のコメントシートには一般学生から、「ワー
クシートがあったことで、何とか発言できた」と言う
感想が出されており、ワークシートが学生の発言を促
す手段として役に立っていることが分かつた。
授業は参加型で行い、学生の主体性を尊重する形で
進めた。授業の後半には、学生によるグループ・プレ
ゼンテーションとピアレビュー (相互評価)の時間を
設けた。また、学生から提案のあった勉強会について
は、筆者から場所と時間を設定した。初めの頃は教室
を利用する学生は少なかったが、プレゼンテーション
の前には、多くの学生が集まるようになり、自主的に
学び合う姿が見られた。
本コースの登録者数は38名であつたが、全員が単
位を取得した。筆者がそれまで担当してきた国際交流
科目では、途中で辞退する学生が見られたが、本コー
スは最初から最後まで、高い出席率と積極的な学生の
参加度を保つことができた。このことは学生の「言語
の障壁」を低減するために、筆者が毎回授業で意識し
て取り組んだ成果ではないだろう力、
ここで組織的な支援と言う観′点から、筆者が工夫し
た点をまとめておきたい。
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初回の授業で学生に質問紙を配り、学生同士の
相互支援について意見を求めたこと
クラスロ標に「学生のクラス参加」を掲げ、学
生に相互支援を呼びかけたこと
授業後にコメントシー トを用いて、クラスロ標
に対する自己評価の時間を設けたこと
次週にコメントシー トの意見を取り上げて、教
員と学生が対話しながら、共にクラスを築いて
いったこと
ワークシー トを活用して、学生が事前に準備を
してから授業に参加することで、学生の発言が
活発化されたこと
これら1つ1つの取り組みは、教員の働きかけだ
けでは十分でなく、学生と教員が共に対話する中で初
めて実現するものである。このような学生と教員、お
よび学生同士の「クラス内支援」が、言語の障壁を低
減するうえで欠かせない。
5 今後の提案
前章では、筆者の授業実践の一例を紹介した。本章
は、国際交流科日の受講を促進させるために、今後筆
者が大学全体、およびクラス単位で取り組みたいと考
えている点をまとめておきたい。
5-1 大学全体
既に実施していることではあるが、新入生向けの留
学オリエンテーションや全学向けの留学オリエンテー
ション時に国際交流科目の受講を呼びかけること、さ
らに、交換留学や語学研修プログラムから帰国した学
生へのメール連絡や、留学相談者への受講のすすめを
糸1続していくことである。国際交流科目を紹介するツー
ルとして、図6のようなポスターとチラシを作成し
た。これは、2012年1月から学内掲示と個別配布を
始めている。
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図6 国際交流科ロポスター&チラシ
さらに、受講経験のある一般学生が体験談を語る機
会を設けたいと考えている。以前、留学相談者から受
講者の話を聞きたいという意見が出された。未だ実施
には至っていないが、経験者から直接話を聞く機会を
設ければ、受講を検討中の学生が抱いている不安も低
減できるのではないかと考えている。今後は、国際交
流科目受講経験者の体験談を聞く機会を計画していき
たい。
5-2 クラス単位
クラス内での取り組みとしては、財目互支援」をキー
ワードに、学生同士が協力できる学習環境作りを工夫
していきたい。支援は教員からの一方向のものではな
く、学生と教員、学生同士の相互支援が重要となろう。
先行研究では「言語の障壁」を低減する解決策とし
て、二言語の使用が挙げられていた。国際交流科目は
英語で行うが、多くの一般学生が言語に対する不安を
抱えていたことから、英語と日本語の両方を使うアク
ティビティを取り入れ、英語話者が一般学生と日本語
を使う時間を持つことで、学生同士の相互理解を深め
ていくことができるのはないだろうか。この二言語の
使用を認めるアクティビティの案 (注を参照)は、来
年度実施したいと考えている。その結果については、
別稿に譲りたい。
また、先行研究ではクラス内の教員による仕掛けの
工夫が挙げられていた。その中で、非英語話者が言語
5.
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面で優位な立場になることで、「言語の障壁」を低減
させることができるのではないかと示唆された。この
視′点は、筆者も参考にしていきたいと考えている。さ
らに、学習テーマの選定も重要ではないかと考えてい
る。多様なバックグラウンドの学生が、言語や文化の
違いに関わらず、誰もが自分のこととして捉えられる
共通のテーマを設定することで、学生の相互理解を図
ることができるのではないだろうか。バフチンは、
「他者どうしの2つの発話が、互いに何も知らずに対
置された場合でも、ほんの一端でも同一のテーマに触
れてさえいるなら、両者は不可避に対話的関係に入る
共通のテーマ、共通の考えという領域で互いに接触す
る」(北岡 1998、169頁)と主張している。筆者は
クラス内で仕掛けを工夫することに加えて、学生が相
互の共通性に気付くことのできる学習テーマについて
追究していきたい。
5-3 まとめ
本稿では、国際交流科目の受講促進と、「言語の障
壁」を低減するために可能な方策を模索した。筆者自
身、継続的に大学全体、およびクラス単位で、実行可
能な解決策を検討していきたい。このような1つ1
つの取り組みは、国際交流科目の受講促進につながる
だけでなく、留学を目指す学生の数の増加や大学の国
際化に寄与すると考えている。今後、益々多くの異言
語 。異文化に興味 。関心を持つ学生が、共に学ぶ機会
を体験することを期待している。
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